 
政治と国民生活は一票から
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現在、衆議院は小選挙区比例代表並立制、参議院は選挙区及び比例代表選出議員制をとっている。日本の国会議員の総数は現在722人だ。国民が一人一人選挙で選んで当選した人だけが、なることができる極めて重要な職務だ。今回私は、日本国民の選挙に対する関心についてまとめる。

今の選挙制度になったのは1994年だ。国会で政治改革関連法の成立により衆議院が中選挙区制から変わってできた制度が今の制度だ。法律改正の理由は、中選挙区制では、一つの選挙区から３～５人が当選でき、過半数をとるためには一つの選挙区に同じ政党の人が複数出なければならなく、選挙が理念や政策の争いをもとに行われるのではなく、派閥主体のものになっていたためだ。このため、金がかかり政治腐敗を呼ぶもととなっていた。

法律上、日本の選挙には満20歳以上のすべての男女が投票することができる。しかし、近年、選挙権を持っているのに投票所へ足を運ばず棄権する人が増えてきている。これは、投票する権利を捨て、選ぶことを放棄しているものであり、決して、してはいけない行為だと思う。

日本国では投票を国民の義務とはしていない。義務化にしろという声も多いようだが、私は自分の意思で投票する方が選挙に対する関心は深まると思う。義務化したとしても、面倒になり、実際の政策や公約などをしっかり見極めないで適当に遊び半分で投票する人も出てくると思う。これもまた問題になる。国会にも大きな影響を及ぼすことになるだろう。政権を握る党がいい加減になり、憲法でも定められているとおりの「国権の最高機関」としては成り立たなくなり、法律の作成や審議、改正もおかしなものになってしまう。

政治は国民の生活に大きく関わっているものだと思う。「政治が変われば、国民生活も変わる。」こんなフレーズを街頭演説等でよく耳にする。この言葉の通りだ。選挙でしっかりとした政党を選び、国会を運営してもらわなければ政治も国民の生活も変わらないと思う。

日本の投票率は極めて低い傾向にある。このことは、今年、当時の麻生首相の衆議院解散によって行われた衆議院総選挙の投票率からも読み取れる。今回、期日前投票者数が前回の総選挙より1.5倍増加し、過去最高となった。だが、選挙当日が、あいにくの雨となったこともあり、マスコミ各社が予想していた投票率には届かなかった。ここが、問題点である。雨が降っただけで権利を放棄する。これは、おかしな考えだ。ただ、中には高齢者など体が不自由な方で雨が降っていては投票へはいけないという人もいる。しかし、若者は投票へ行けるのにもかかわらず天候のせいで行かないというのが現状だ。投票へ行きたくても行けない人がいる中、今、一番大切な若者の意見が選挙で示されないのは国にとって不利益である。現在、様々なすばらしい意見や考えを持つ若者はたくさんいると思う。また、各政党も良いところ悪いところ様々あり、マニフェスト等も作成している。しかし、あまり若者は関心を持っていないのではないか。肝心な選挙で自分の意思を示さなければ全く意味がない。現在の政府をはじめ、国会でもっとこの問題について議論していかなければ日本の選挙制度が将来成り立たなくなるかもしれない。今、日本は危機の中にあると私は思う。

今後も、私は選挙の投票率等に関心を持っていきたいと思う。選挙権を得たときには、各党のマニフェストを見たり街頭演説等を聴いたりして毎回必ず投票所へ足を運び、自分の権利を捨てることの無いよう一票を投じたいと思う。この一票が政治を決めて政治を動かしていると思うと、とても嬉しく思うだろう。自分も、選挙の大切さを周りの人に積極的に教えていきたいと思う。自分達の生活は自分達で決める。これは、生きている中で一番最高の権利だと私は思う。

投票権について思う
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今年８月に衆議院議員総選挙が行われました。
今回の選挙は、自由民主党から民主党に政権交代されるという大きな出来事がありました。そのため、選挙戦の前後は、僕達中学生でもかなりの関心を持ってテレビや新聞を見ていました。それにより、今まで知らなかった政党名や多くの政治家の名前、選挙のしくみなどを理解することが出来ました。新政権の下でこれからの日本がどのように変わっていくのか楽しみです。

これだけ盛り上がっていたので投票率も上がっていると思い調べたら、全体の投票率は前回とほとんど変わらないことがわかり、意外でした。しかし20代の投票率は、６パーセント上昇したものの、40代から70代に比べると約半分の42パーセントだったそうです。まだまだ20代の人の投票率が低いのが数字上でよくわかります。なぜ20代の人が選挙に関心がないか考えてみました。20代は、まだ若く、将来のことをそれほど考えることもなく、仕事や遊びに追われ、独身の人が多いのであまりこの先の暮らしについて考えることが少ないのではないでしょうか。逆に18歳前後の学生だと授業で学んだり、時間もあるので、選挙に関心が持てるような気がします。中学生の僕にも選挙権があったら、投票に行っていたと思います。

以前、成人年令を18歳に引き下げる検討をするという報道を耳にしたことがあります。その理由の一つに選挙権を18歳に引き下げ若年層の政治参加をうながすことがあげられていました。学生のうちに政治参加することでその気持ちがそのまま20代になっても続き投票率の上昇にもつながっていくと思います。だから18歳から投票権を持つことには賛成です。

世界の国々で選挙権を持つ年齢を調べてみると、驚くことに全体の７割以上の国が18歳から選挙権を持っていることがわかりました。特に欧米先進諸国では、18歳からが当たり前となっているようです。海外の学生の政治への関心の高さは、こういったことが原因の一つなのかもしれません。日本も近い将来、18歳から選挙権が持てる日が来ればいいと思います。

僕にもいずれ選挙権を持つ日がやってきます。そのときには１票の重みを大切に考え、しっかりと投票したいと思います。そのためにも、日頃から政治に関心を持ち続け、自分の意見もしっかり言えるようにしていきたいです。

選挙の投票率を上げるには
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私は、選挙の投票率を上げるには、どうしたらいいのか考えてみました。

選挙は、私たち国民が政治に直接参加できる数少ない機会だと思います。国政では政権交代など大きく取り上げられていますが、地方を含めて、私たち一人一人が政治や生活を変えられるという意識を持って、自ら進んで投票に行けるようになることがポイントだと思います。

投票率を上げる方法として、「投票の仕方の工夫」と「投票へもっと行きたくなるような工夫」について考えました。

「投票の仕方を工夫」するには、次の２点を考えました。

１、インターネットで投票をできるようにする。

現在、各家庭にパソコンやネットワークが多く普及しているので、是非インターネットで投票できるようにしたいと思います。本人であることを確かに確認するようにしてインターネットで投票をします。最近はインターネットで買い物ができるなど様々なサービスがネットワークでできるようになっているので、技術的には可能だと思います。インターネットで投票することにより、旅行中の人や不在者投票も増えると思います。

なお、投票所に車で行く人も多くいるので、省エネ、ＣＯ２削減にも貢献でき天気にも左右されないと思います。

さらには、体の不自由な方たちや投票所まで行かれない病気の方たち、お年寄りも投票できると投票率が上がると思います。

投票所から家が遠い、病気やインフルエンザなどの感染が気になって、投票所まで行けない人が、近くのコンビニエンスストアや郵便局などで投票できるようにすれば投票率が上がると思います。店員や局員が対応してもよいですが、銀行ＡＴＭなどもあるので、技術を工夫して、機械を使って投票できるようにすることも可能ではないでしょうか。

２、郵便・宅配便を利用して投票する。

郵便や宅配便を利用して、投票できるようにすることも可能ではないでしょうか。パソコンや近くの投票所を利用できない人でも郵送や宅配便の集荷を利用してはどうかと思います。あらかじめ、だれかが、勝手に他人の投票権を使う危険性もあるかもしれませんが、事前に届け出をすることにより、より安全で確実に投票できるのではないかと思います。これにかかる費用も個人で負担しなくてもいいように国で考えて欲しいです。

「投票へもっと行きたくなるような工夫」は、次の２点を考えました。

１、選挙権を持っているということを、もっとＰＲする。そして、選挙の時だけではなく例えば成人式の時とか大学とか20歳になる人が多く集まるようなイベントや、テレビや新聞で選挙権をＰＲします。

そして、多くの人が投票し自分たちが選んだ政治が実行されているかどうかということをもっと、テレビ、新聞などで私達にもわかりやすく説明してもらいます。投票することによって何が変わるのかが、もっと具体的にわかれば、投票すると思うからです。

２、投票した人だけに与えられる特典を作る。

以前、不在者投票に行く両親に付いて区役所に行った時に、市の選挙用シールや市のゴミ袋やシャボン玉液をいただきました。私の周りのお年寄りや子供たちも喜んでいました。物をもらいたくて投票をするわけではないのですが、家族みんなが社会を知るいい機会だと思うので、単に「選挙に行きましょう」と呼びかけるだけでなく、色々なきっかけを作れるようにしていったほうがいいと思います。たとえば、投票所でボランティアの講師が防災や介護のセミナーをしたり、地域の買い物や催し物などの情報、クーポン券の配布など様々な工夫ができるようにします。

また、特典は物だけではなくて、投票して選ばれた政治家が公約を実行しているかどうかなど、投票後の様子ももっと簡単にだれでも閲覧できるホームページや広報誌があるといいと思います。

以上、今回選挙について考えてみて、自分の一票がいかに大切か、また投票率が上がったら国民がより政治に参加できるということと投票しなくては何も始まらないことに気が付きました。政治の批判ばかりでなく、私達一人一人が投票することが大切なことだと思いました。
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